
社員の御家族様、取引先様にお届けします。 

この新聞は就労継続支援 B 型事業所 特定非営利活動法人アイ・コラボレーション様の協力で発行しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                                                   

 

    

              

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日、様々な職場で「働き方改革」が叫ばれている。弊社

でも働き方改革を積極的に推進しており、京都セラミック株

式会社（現京セラ）の創業者である稲盛和夫氏が考案した

「時間当り採算制度」と言う制度を採用している。右上の式

にある「1 時間当たりの粗利益」を突き詰めることで会社の

利益の増加と従業員の労働時間の圧縮に繋がっているのであ

る。経営の極意を一言で表すのであれば、「売上を最大に、

経費を最小にする」ことであるが、式からもわかるように、

「1 時間当りの粗利益」を上げるには、「①売上を上げる」

「②経費を抑える」に加えて「③効率よく仕事をして労働時

間を抑える」の 3 つの取り組みを推し進めていけばよいの

だ。この制度の導入により、各事業部の経営状態を公平に評

価することができ、「1 時間当りの粗利益」を上げるにはど

うすべきか、従業員全員が取り組めるようになった。 

 

 

 

 

2/22、施工主が実施する現場検査（リフォーム工事現場）に

て、検査結果 100 点、A 評価を受けた。この検査は、施工主

が定期的に実施する品質検査で、現場に関わる全ての工事店

の評価を数値化、判定を下すものである。弊社は足場工事を

担当し改善・注意点（減点要素）が０であった。（得点に影

響のない指導事項は一点）元請け工事店から連絡を受けた岡

野は、社内 LINE で喜びを通知し、当該現場の責任者であっ

た和田の成長に思いを語った。 

〇安心して現場を任せられる存在 

以前、改善・注意で１４箇所の是正を受けた人間とは思えない。和

田君の技術の向上を大変嬉しく思います。最近の和田君は、メンバ

ーの得手不得手を理解して適材適所に配置できていると思いま

す。(岡野涼輝) 

2 月度月間ＭＶＰ発表！ ～年間 MVP への軌跡～ 

 今回はエムズホールド通信を作成した管理部・小西克明が、実習生からはアジとフ

ィルマンがそれぞれ受賞した。選出者には賞状と賞金 1 万円が授与された。来月の

ＭＶＰは 4 月 6 日（土）に発表される。毎月の投票数は累計でカウントされ、得票

数が最も多かった従業員は年間 MVP を受賞する。年間 MVP は年末の忘年会時に発

表され、前年は仮設事業部・和田智仁が受賞し、〇〇万円が授与された。(金額は未

発表)今年の年間 MVP は誰の手に渡るのか...。これからから非常に楽しみである。 
（左から、小西、アジ、フィルマン、代表・前田） 

N3 試験に合格したリザル 

2019 年 3 月 16 日発行（毎月第三土曜日） 

発行所：エムズホールド株式会社 

〒525-0051 滋賀県草津市木川町 1595 

TEL：077-574-8276 

編集者：K.Konishi     ご意見: info@mshold.com 

3 月 16 日（土）早朝、週に一度の恒例となっている「ゴミレンジャー」の清掃活動

の時である。一台の車が停車し、窓ガラスが開いた。ゴミレンジャーも地域の安全を

守らなければならない。万が一の時のために戦闘態勢を整えていた。すると、「おは

よう。今日はなんかのイベントがあるんか？」と優しく声をかけて頂き、記念撮影ま

でして頂いた。地域の方々と関われる貴重な瞬間であった。この地域交流について弊

社の美化リーダー小椋真里は以下のような思いを述べる。― 僕は、ゴミレンジャーをし

て地域の方との交流を通じて皆様から「エムズは凄いな。色々なことやってるな」って思わ

れる会社にみんなでしていきたいです！これからは様々な面でもっともっと地域の人との交

流を増やすことで、エムズホールドの会社を一流にしていきたいです！(小椋 真里) 

 

 

エムズホールド通信 Vol.2 

M’s Café    ～地域の方々とほっとするひと時～ 

 

～合格者の声～ 

 

 

日本語版 / インドネシア語版 

毎日現場に出て従業員を指揮し、成長を見守っている仮設

事業部・和田智仁に本制度導入後の様子を伺った。   

―「1時間当たりの粗利益」を突き詰めることで従業員全員が

仕事のスケジュールを理解し、そこからどうすれば効率的に1日

の仕事を終えられるか考えるようにしています。労働時間を抑え

ることにより社員の余暇の時間を増やし、仕事だけではなく個人

の時間の充実を図ってもらいたいと考えています。 (和田智仁) 

 

 

  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

 
 

〇稲盛和夫...1959 年に京セラを設立し、社長、会長を経

て、名誉会長を務める。その後も第二電電企画株式会社や

KDDI 株式会社、そして日本航空の会長に就任。日本の代表

企業の経営を支えられた。他にも 13,000 人を超える経営塾

「盛和塾」で、若者経営者の指導にあたっておられる。 

  

 

↑喜んで記念撮影に応じるゴミレンジャー 

↓笑顔でゴミ拾いをするリフォーム事業部・部長有浦信一 

とゴミレンジャー 

 

★1 時間当りの粗利益＝ (①売上―②経費)÷③労働時間 

3 月 16 日（土）弊社会議室にて月次決算報告会議を行い、その

中で従業員からの投票による 2 月度月間ＭＶＰが表彰された。

今回は特別賞としてエムズホールド通信を作成した管理部小西

克明が、実習生からはアジとフィルマンがそれぞれ受賞した。選

出者には賞状と社長からのポケットマネー1 万円が授与された。

来月のＭＶＰは 4 月 6 日（土）に発表される。毎月の投票数は

累計でカウントされ、得票数が最も多かった従業員は年間 MVP

を受賞する。年間 MVP は年末の忘年会時に発表され、前年は仮

設事業部和田智仁が受賞し、〇〇万円が授与された。(金額は未

発表) 

mailto:info@mshold.com


ご意見・ご感想等ありましたらご連絡ください。 

TEL: 077-574-8276 

FAX: 077-574-8228 

MAIL: info@mshold.com 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

になりたいです。(アジマスアグン)―試験に合格してめっちゃ嬉しかったです。こ

れからもがんばるし、N3 をとれるように頑張って勉強していきます。将来は会社

がせいこう(success)するように頑張って役に立つ人になりたいです。(ムハマ

ド フィルマンシャー)〇技能実習生等向け技能検定とは…厚生労働省が行っ

ている技能実習生が日本に来てからどれくらい日本の技術や言語を学んだ

かを問われる試験であり、一方でも基準点に満たなければ強制的に母国に

帰らなければならない可能性がある。 

アジ、フィルマン技能検定基礎級合格！ 

【親父の留魂録】「利を求むるに道あり、利を散ずるに道あり」公明

正大に利益を追求し、節約を旨とし無駄使いはせず、使うべき時・使

うべき人にドンとお金を使うという意味である。世の中には、自分さ

え良ければよいという人間も多い。そんな者は決して長続きせず間

違い無く破綻していく。額に汗し一生懸命儲けて、1円を徹底的にチ

ビる。そして不測の事態に備え（ダム式経営）、余裕ができた蓄財は

社員、協力会社、社会のためにバンバン使うのだ。 

 

(左から)合格して喜ぶアジ、フィルマン 

二人ともおめでとう！アジは、練習のときから順調

にみえていたので心配していませんでしたが、フ

ィルマンは心配でした。(笑)必死に練習して得た

合格だと思うのでこれを糧にこれからも頑張って

ほしいです。改めて言います、エムズへようこそ。 

仮設事業部  

布施 樹乃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【編集後記】週に一度の恒例となっているゴミレンジャーって地域のため

のすごーく素晴らしい活動だと思うんですが、1つだけ言わせてくださ

い。自分たちの身の回り、心の中はどうなっていますか？身の回りや商売

道具のトラックにものが散乱していたり、平気で清掃活動に参加しない

人もいたり…。せっかく地域のために良いことをしているんだからもう少

し自分たちのことにも目を向けてみるべきだと思います。今でも充分素敵

なものを持っている従業員の方々ですが、そこからもっと、もーっと素敵

な、「超一流」の人間を目指していると信じて、期待を込めて(^^) 

前田社長、岡野部長インドネシアへ！ ～実習生探しの旅～ 

 

(左奥から)候補者を面接する前田、岡野 

2 月 20 日(水)から 23 日(土)にかけて実習生の採用面

接のために同二名がインドネシアへ飛んだ。現地では

弊社で技能を学びたい候補者が 5 名おり、面接を行っ

た。どの候補者も「日本に来て何がしたいか」、「実習

が終わった後は何がしたいか」という明確なビジョン

を持っており、 

 

3月6日(水) 厚生労働省が行っている実習生向けの技能検定基礎級の実技試験と日本語の試

験が行われ、弊社のアジとフィルマンの 2 名が無事に合格した。2 人の喜びの声と職場の先

輩である布施樹乃は以下のように褒め称えた。―最初はこの試験受かるかなと不安に思ってい

ました。でもなんとか合格し、うれしくて 安心しました。これからの勉強の目標はリザルさんみたいに

N3合格です。いっしょけんめい 勉強します。そして将来はインドネシアでビジネスマンになりたいで

す。(アジマスアグン) 

―試験に合格してめっちゃ嬉しかったです。これからもがんばるし、N3 をとれるように頑張って勉強

していきます。将来は会社がせいこう(success)するように頑張って役に立つ人になりたいです。

(ムハマド フィルマンシャー) 

〇技能実習生等向け技能検定とは…厚生労働省が行っている技能実習生が日本に来てからど

れくらい日本の技術や言語を学んだかを問われる試験であり、一方でも基準点に満たなけれ

ば強制的に母国に帰らなければならない可能性がある。 

ました。でもなんとか合格し、うれしくて 安心しました。これからの勉強の目標はリザルさんみ

たいにN3合格です。いっしょけんめい 勉強します。そして将来はインドネシアでビジネスマン 

―試験に合格してめっちゃ嬉しかったです。これからもがんばるし、N3 をとれるように頑張って

勉強していきます。将来は会社がせいこう(success)するように頑張って役に立つ人になりた

いです。(ムハマド フィルマンシャー) 

〇技能実習生等向け技能検定とは…厚生労働省が行っている技能実習生が日本に来てか

らどれくらい日本の技術や言語を学んだかを問われる試験であり、一方でも基準点に満

たなければ強制的に母国に帰らなければならない可能性がある。 

←日本語を勉強している 

(左から)フィルマン、リザル、アンドリ 

→試験に向けて練習している二人を 

見守る従業員 

が終わった後は何がしたいか」という明確なビジョンを持っており、活気に溢れた

面接となった。同国について仮設事業部部長・岡野涼輝は以下のように語る。―観

光地を訪れたり、現地の人と触れ合ったり、食事を堪能することでインドネシアへの理解

を深めることができました。驚いたことは、日本より経済的に恵まれていないのに、みん

なが幸せそうに暮らしていたことです。インドネシアが大好きになりました。(岡野涼輝) 

 

座禅で精神面から怪我のない職場へ 

 

座禅のイメージ写真 

3 月 15 日(金)有限会社 新成建装様主催の安全大会と

座禅が行われた。弊社からは 4 名が参加し、安全につ

いて学んだ。安全についての講話では基本に立ち返り、

工事をしていて、自分たちが普段何気なく取っている

行動の中に危険が潜んでいないか確認をした。また、気

のゆるみや乱れがあると事故につながりやすいことか

ら参加者 4 名（岡野、和田、布施、小椋） 

は座禅の効果を理解し、体験してみること

で で精神面の大切さを再認識したようだ。 

 


